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佐々木敏博
未　経　過　利　益　貸付金前受利息○○口分　………・・………9一・
借受有価証券保証差入用トシテ借受、国債額面150，000。00…
預り保証有価証券契約保証トシテ受入高○○ロ………………
偶発債務一…一………・一……………・・………3037000．00
割　引　手　形○○通一………………・……………253，000．00
同系会社OO工業株式会社銀行借入金保証…50，000。00
　　　　　　　　　　　　　　　　負債合計
差引純財産…・……………・…………………・………………
未払込資本金・…………・……・・……………・…・………………
　一株額面50円、未払込額20円、200，000株
　　1，300
150，000
216，200
0
5，949，400
8，733，500
4，000，000
12，733，5000
注：この財産目録雛形において、最後の純財産高の次にく未払込資本金＞を
　　かかげてあるが、これは、当時の日本の商法のもとにおける株式制度が
　　公称資本金分割払込株式制度をとっており、＜純財産＞にく未払込資本
　　金＞を加算すれば、会社の定款に定めた公称資本金額が判明するという
　　便宜によるものである。昭和25年改正以降の商法のもとでは、授権資本
　　制度をとっており、分割払込制によるく未払込資本金＞という項目は現
　　れてこない。なお、漢字は現代表記とした。
　　＊（1）原文では397，300．00、また＊（2）466，400．00であったが、誤植と思わ
　　れるので引用にあたって訂正した。
引用文献
　會田　義雄「会計原則」中村忠編著「財務会計の基礎知識』中央経済社、
　　　　　1982年．
　新井　清光『財務会計論［増補改訂版］』中央経済社、1980年．
　　　　　　「企業会計原則論』森山書店、1985年．
　　　　　　「企業会計原則」「会計学大辞典　第四版』中央経済社、
　　　　　1996年．
　安藤　英義「商法会計制度の方向」『会計』第133巻第1号（1988年1月号）
一70一
企業会計原則の再検討
　　　　「商法および簿記書に財産目録の復活を！」『企業会計』第45
　　　　巻8号（1993年8月号）
　　　　「情報のフレームワークと計算のフレームワーク」安藤英義編
　　　　著『会計フレームワークと会計基準』中央経済社、1996年．
　　　　『新版商法会計制度論』白桃書房、1997年．
飯野　利夫『財務会計論［改訂版］』同文舘、1983年．
五十嵐邦正「静態論にもとづくわが国会計理論の検討」『会計』第139巻第
　　　　1号（1991年1月号）
岩田　　巌「財産目録と数量計算」「会計』第36巻第4号（1935年10月号）
　　　　「財務諸表附属明細表について」『企業会計』第1巻第ll号
　　　　（1949年ll月号）
　　　　『利潤計算原理』同文舘、1956年．
片野　一郎「日本財務諸表制度の展開一明治初期より第2次世界大戦前に
　　　　いたる路標一」『会計』第105巻第3号（1974年3月号）
　　　　『簿記精説（下巻）最新4版』同文舘、1979年．
　　　　「財産目録への開眼」日本大学会計学研究所編『会計をめぐる
　　　　諸問題』小田切松義先生古希記念論文集、森山書店、1979年b．
日下部与市「商業帳簿と計算書類に関する商法改正の要点」『企業会計』
　　　　第25巻第5号（1973年5月号）
黒澤　　清「財務諸表体系と剰余金計算書」『企業会計』創刊号（1949年
　　　　1月号）
　　　　　『＜改訂増補版＞近代会計学く普及版三訂＞』春秋社、
　　　　1970年．
中村　　忠「新版財務会計論』白桃書房、1997年．
沼田　嘉穂『企業会計原則を裁く』同文舘、1979年．
久野　秀男『新版財務諸表制度論一制度の沿革・現状・課題一』同文舘、
　　　　1979年．
山桝　忠恕＝蔦村　剛雄『体系財務諸表論［理論編］「改訂版」』税務経理
一7！一
佐々木敏博
　　　　　協会、1980年．
若杉　　明「わが国企業会計の近代化と企業会計原則の役割」『わが国財
　　　　　務諸表制度の歩み』雄松堂出版、1987年．
一72一
